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アルケンの酸化開裂

C

R

C

R H

C

R

R

O

C

H

O

オゾン分解 KMnO₄による酸化開裂

C

R

C

R H

C

R

R

O

ケトン

ケトン

ホルムアルデヒド

ギ酸

H H

H

H₂O CO₂＋CO

OH

R:炭化水素基

水と二酸化炭素

〈炭素間二重結合が端にある場合〉
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マルコフニコフ則

CH₂ CH CH₃

付加反応の規則

二重結合を形成している炭素原子のうち

水素原子の結合数が多い方に水素原子が付加しやすい

HCl

H Cl

プロペンに塩化水素が付加する場合
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Cl

Cl

１-クロロプロパン

２-クロロプロパン (主生成物)

(副生成物)



ザイツェフ則
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脱離反応の規則

OHが結合する炭素原子の両隣りの炭素原子のうち

水素原子の結合数が少ない方から水素原子が脱離しやすい

２ーブタノールから水が脱離する場合

CH₂ CH CH₂ CH₃ CH CH CH₃CH₃

２ーブテン１ーブテン

(主生成物)(副生成物)
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